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４パーミルイニシアチブとは
土壌中の炭素量を毎年４パーミル（4/1000）増やすことができれば、大気CO2

の増加量を相殺し、温暖化を防止できるという考え方に基づいた国際的な取組。

有機物（堆肥・草など）で炭素を
土壌に貯留する従来の管理

「やまなしＧＡＰ」などで取組を推進

×
新 ４パーミルイニシアチブ農産物ブランド化推進事業費

堆肥

ｃ

緑肥作物

草生栽培 粉砕 炭化

果樹園で発生する剪定枝を「炭」にして土壌に炭素を貯留することで二酸化炭素の排出を削減するなど「４(フォー)パーミルイニシアチ
ブ」の取り組みにより、温暖化の抑制に寄与して生産された果実を新たなブランドとして幅広くＰＲし、有利販売につなげていく。

炭は分解しずらく
貯留効果が高い

■早期の技術普及とブランド化のための事業展開■

焼却 ●ＣＯ２削減効果の評価と
認証制度の創設

●温暖化抑制に寄与した圃場
で生産された果物のブランド化

●炭化方法や
ＣＯ２削減効果の確認

●土壌改良効果の確認

●現地実証による実用面での課題把握
●地域への普及加速化

炭素貯留効果の高い
生産方式を普及 試験研究

県産果実の新たなブランド化

現地実証

技術の普及支援

ＣＯ２削減の
基礎データ

新たなブランド
現地試験で実践した
農場の農産物を認証

ＳＤＧｓの実践

気候変動に具体的な対策を

気候変動とその影響に立ち
向かうため、緊急対策を取る

■果樹園における４パーミルイニシアチブ■

剪定枝

新たな取組

ロゴ
マーク

国内外で使用
できるもの



山梨県における４パーミルイニシアチブへの取組



① 温暖化の進⾏

気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018 〜⽇本の気候変動とその影響〜

環境省・⽂部科学省・農林⽔産省・国⼟交通省・気象庁作成より



〇 世界の土壌の表層（30~40㎝）の炭素量を年間０.４％の増加させれば、人間の経済活
動によって増加する大気中の二酸化炭素（ＣＯ２）を実質ゼロにすることができるという
考え方に基づく国際的な取り組み

４パーミル ＝ 4/1000 ＝ ０.４％ ＝ ４‰

②－1 ４パーミルイニシアチブとは

土壌炭素 9000億t

100億t

排出
吸収

排出−吸収＝43億t

57億t

土壌の炭素量を毎年０.４％蓄積すれば
ＣＯ２増加分を帳消しにできる



○ 2015年12月のＣＯＰ２１（国連気象変動枠組条約締結国会議）でフランス政府が提案
○ 2020年９月現在、日本国を含む４８９の国や国際機関が参画
○ 日本の都道府県では山梨県がはじめて参加（2020年4月）

②－2 ４パーミルイニシアチブとは

Members and Partners of the "4 per 1000" Initiative



〇 土壌中の炭素量の増加は、気候変
動を抑制できるだけでなく、十分な
量の食料を提供する食料の安全保障
の確保を目標

〇 また、土地と土壌の適切な管理に
より、生産性の向上と持続可能な農
業を実現し、貧困地域の雇用と収入
の創出も目標の一つ

食料安全保障と気候のため
の土壌中の炭素隔離

大気中の炭素増加
土壌の炭素貯留

土壌はどのようにすれば多くの炭素を貯蔵できるのか

不耕起 後作・草生 生垣・樹木 牧草管理 土壌復元 有機肥料
堆肥

③ ４パーミルイニシアチブの目標

目標の達成に向けて、参画する国
や地域が、それぞれにできる取り
組みを実行

山梨の特徴を活かした
取り組みを実践



④ 果樹園での炭素の循環を利⽤した炭素の貯留
○ 果樹園（農地）では、炭素の吸収と排出が同時に行われている

吸収：光合成（果樹・草）､有機質施用､植物残さ（剪定枝､枯草､枯葉､根）､収穫物

排出：呼吸、有機物の分解

有機物の分解
（微生物など）

有機質肥料 植物残渣
（草生栽培・緑肥）

呼吸

光合成

剪定枝・落葉

有機物として蓄積

炭素の
大きなの貯留源



⑤ 剪定枝の炭素貯留効果をより⼤きくする⽅法

チップ化・堆肥化 炭化（バイオ炭）

焼却
剪定枝

新たな取組

ｃｃ

○ 果樹の剪定枝には光合成よって多くの炭素が蓄積
○ チップ化や堆肥化して土壌施用しても炭素を貯留できるが、いずれ分解して放出
○ 炭化することで、多くの炭素を⻑期間、土壌中に貯留することが可能



➅ 剪定枝の炭化方法

無煙炭化器によるバイオ炭づくり

（株）モキ製作所 ＨＰより

○ 煙の発生が少ない炭化器を利用したバイオ炭の生産
○ 効率的かつ多くの炭が生産できる方法を検討

注意点
○ 剪定枝以外のものを焼却しない
〇 周辺環境に悪影響を及ぼすような燃焼は
行わない（事前に市町村に確認）

○ 消火用水の準備など、火災防止対策を十
分に講じる



⑦ 新たな炭素貯留 ~バイオ炭〜
バイオ炭（Ｂｉｏ ｃｈａｒ）とは
〇 生物資源を材料とした、生物の活性化及び環境の改善に効果のある炭化物のこと
〇 古くは、１６９７年の農業全書に「もみ殻燻炭」の利用について記載
〇 地力増進法の政令指定土壌改良剤

①土壌物理性
粗大有機物としての効果（透水性、保水性の改善）

②土壌微生物性
根粒菌、VA菌根菌などの作物に有用な増殖促進

土壌を改良する効果とともに、
分解しにくい炭素が含まれてい
ることから、炭素を貯留できる
資材として注目

ブドウ剪定枝の炭



⑧ ４パーミルイニシアチブ農産物ブランド化推進事業（新規）
〇 果樹園で土壌に炭素を貯留する「４パーミルイニシアチブ」に取り組み、温暖化の
抑制に寄与して生産された県産果実を新たなブランドとして幅広くＰＲ

〇 炭素の効果的な貯留方法として、剪定枝を活用した「バイオ炭」を利用
○ 果樹園の中で炭素を循環・貯留することで、輸送等に伴う二酸化炭素は未発生
※ あわせて海外の研究者、機関と交流し、知見を蓄積

●ＣＯ２削減量の評価と認証制度の創設
●新たな付加価値によるブランド化、他
県との差別化

●炭化の方法
●炭化時の煙の発生量
●炭の炭素の貯留量
（ＣＯ２削減効果）

●土壌改良効果
●果樹の生育

●実用段階での課題把握
●地域への普及加速化試験研究

新たなブランド化

現地実証
技術の普及支援

ＣＯ２削減の基礎データ



○ ４パーミルイニシアチブの取り組みはＳＤＧｓの目標に貢献

→ 炭素貯留（二酸化炭素の排出低減） → 土壌の改良（土壌の保全）

※ 従来から行っている草生栽培とあわせ、SDGｓに貢献

⑨ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）にも貢献


